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B 45
女子学生の通学服のイメージと要因分析

　　　　　　　　　　　　　　梅花短大

　　　　　　　　　　　　　　大阪大工

目的：前年度の本大会においては、女子学生の好きな通学服、

因について報告した。今回は、女子学生の通学服のイメージ構

学業成績（順位群別）、出身高校（公私）を目的変数とし、他

方法：調査項目は、通学服の嗜好性。通学服のイメージ、通学

ンの採用時期、小遣の額と出所、出身高校等である。なおイメ

詞対を用い. S D法により5段階評価を行った。その結果から

明かにする。また因子得点および先の項目の集計結果を要因と

量化Ｉ類で要因分析を行い、要因を明かにする。被験者は、女

結果：単純集計より、女子学生はファッションの採用は早期で、

服装をすべきである」と考えているようである。1ヶ月の小遣

所はアルバイトと親からの両方である。通学服の購入は主とし

ある。私立高校の出身が53.3％、学年は２年生が63 .4％であっ

ジ評価の高い形容詞は「すっきりした」「楽しい」であり、魅

服を通学に着用しているようである。（5因子・60.4％）また

を外的基準にして説明できる要因は、出身高校、好きな通学服

」通学服は「毎日着替えて行くのが楽しい」が認められた。な

(p<0.01）で正の相関が認められる。外的基準を出身高校にする

服は、「流行の服をできるだけ着て行きたい」で、「小遣いの

B 46
女子学生の通学服のイメージと類

　　　　　　　　　　大阪大工

　　　　　　　　　　梅花短大

目的：前報では、女子学生の通学服のイメージと成績や出身高

報告した。本報では、女子学生の通学服のイメージm造や生活

を行い、成稜（順位群別）や調査項目から各類型の特徴や要因

女子学生の被服行動の在り方を探り.今後の被服教育への示唆

方法：調査項目は、通学服の嗜好性、通学服のイメージ、一通学

ヨンの採用時期、・小遣いの額である。イメージは、通学服のイ

とにS D法で評定後因子分析を行い、その因子スコアを用いた

ラスター分析を゛行い、クラスターの特徴や関連要因を明かにす

年１月。被験者は、女子短大生1 7 5名で分析対象者は、内完

結果：各項目からクラス'3 ー分析を行い、６つのクラスターを

「流行を重視するおしゃれ指向派」で、小遣いが最も高く学業

（構成比：17.14X）;第２のクラスターは「服装には、感心か

小遣いの額は４位、成績は最上位（13. i4j;）;第３のクラスタ

実用指向派」で小遣いの額は最下位で、学業成績は第２位（li

は、「おしゃれもして見たいが、やや控えめな中庸派」で、小

（23.43J;）;第５のクラスターはrおしゃれに手が出しにに

第５位、学業成績が第4位（15.433;）;第６のクラスターは、

個性派」で、小遣いは第２位であるが、学業成績は最下位（l:
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服を規定する要

にするとともに

検討を試みた。

態度、ファッショ

、1 9 緩の形容

行い因子構造を

的基準として数

7 5名である。

自分に似合った

万円で、その出

卜の収入からで

着る服のイメー

いだイメージの

の結果より成績

気にいっている

数は、r ＝0.7949

身のほうが通学

った。r=0.7806

　　○　家本　　修

　　　　川端　澄子

校を説明する要因について

行動から女子学生の類型化

を見い出すことを目的に、

を得ることを目標とする。

服に対する態度、フアツシ

メージを形容詞1 9対をも

。これらの項目をもとにク

る。調査年月日は、昭和60

全回答者1 6 6名である。

得た。第一クラスターは、

成績は中から下位である。

あるが通学服堅実派」で、

－は、「流行には批判的で

。86X」；第４のクラスター

遣いも学業成績も第３位。

くい消極派」で、小遣いが

「流行をあまり重視しない

。oot」：（各々・p<0.01 ）


